
市町村の避難情報発令に係る支援について（概要）

集中豪雨等による土砂災害や洪水から住民の生命及び身体を守るためには、住民一人ひとりが適切な行動を

とれるよう、市町村において避難情報の発令を的確に行う必要がある。

市町村の災害対応の多寡にかかわらず、防災気象情報を十分に活用し、タイミングを逸することなく避難情報を

発令できるよう、市町村に対して避難情報発令の判断材料となるきめ細かな防災気象情報等の提供及び解説な

ど総合的に支援する。

気象庁土砂災害警戒判定メッシュ情報の警戒（赤）以上が出現したとき、避難判断水位を超える見込みのとき 等

市町村

平常時

防災対策企画課 河川課・砂防課・気象台

気象台

・雨量・河川水位の観測情報（県HP参照）

・府県情報の補足、防災情報提供システム

の情報等

・土砂災害危険度情報

・土砂災害市町村支援システムによる危険

が高まっている自治会等の情報

・県管理河川の堤防等の施設の状況

（浸透、浸食箇所の有無、破堤等）

市町村

河川課

（１名）

避難情報発令判断支援班

（班長：大分県災害対策本部総合調整室情報収集班長等）

災害時

意見交換会等（定期的）

趣旨

・避難情報発令の判断基準への技術的助言

・防災気象情報の利活用に関する研修（出水期前）

より詳細な

気象情報の収集

気象状況を踏まえ、

気象台判断で職員を派遣
砂防課

（１名）

大分県災害対策本部総合調整室

情報収集班員等

（１名以上）
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避難情報の発令を的確に判断

避難情報発令に当たっての助言の求め
（ホットラインの活用）
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